
春、園庭には色とりどりのチューリップやパンジーが咲いていて、  

子ども達は「花の水替え」のお仕事を楽しみにしています。 

 まずはハサミとお盆を持って庭のテラスへ。好きな花を選び、花首から茎 

の根元を探し、そっとハサミで切ります。たまにミツバチが飛んで来て、 

驚いたり、細かく羽を動かし浮遊する様子に見いったりしています。 

 黒々としたアゲハチョウが現れて、宙を舞う姿に、息をのむ事もありま

す。 部屋に戻ると、今度はうつわを選びます。 特に青バッチさんは「チュ

ーリップには細長い花瓶、パンジーは手の平に のるような小さな瓶に」

と、寸法をよく考えています。 また日が経つと「あれ、お水が減ってい

る、花が水を飲んだんだね」 「もう少しお水を足しておこう」「花びらが

カサカサになってとれちゃった」と、色々な変化に気付きます。子ども達

はお仕事を通して、園庭の小さな自然から、大切なメッセージを受け取っ

ているようです。 

 

 

花の水替え  

（日常生活の練習） 



    

  

  

  

 



 

 今日は黄色バッチさんが楽しんでいる「数の記憶あそび」と言うお仕事 

  

を紹介したいと思います。道具は０～10 までの数字カードと、蓋つきの入

れ物に入った、55 個のコマ。ルールは、じゃんけんで勝った人から、数字

カードを引き、先ず自分だけで確認します。次に一巡したら、カードに

相当する数のコマを取っていきます。この時「自分の数は何だったか

な？」とカードを見返したくなったり、０が出た時はコマを取れません

から、ポーカーフェイスでがまんしたりと、なかなか辛抱がいります。  

全員が取り終えたら、最初の人からカードを見せて「私のカードは○○

でした」と発表、皆で声を合わせて数えます。  

0～10 までの数をよく知っている黄色バッチさんですが、自分の数を反

芻しつつ「どうぞ」と言葉を添えて次の人にカードの入れ物を回す、自

信を持ってコマを取る、気後れせずに発表する、となると、子ども達は

ドキドキ。小さな緊張がこちらにも伝わってきます。友達同士で楽しみな 

がら、それぞれの心の成長が垣間見られる「数」のお仕事です。  



    

  

  

  

 

子どもたちが好きな事の一つに、「数を数える」ことがあります。最初は自分の指を  

折りながら、やがては気付くといろいろな物の数を数える姿をよく目にしますね。おし 

ごとの中にも、子どもたちが「かぞえたい！」と夢中にさせる教具があります。これま 

で度々手にしていた 1000 のビーズです。それは 1000 個のビーズから成る立方体 

ですので、全てを数えるにはなかなか困難です。「本当に 1000 個あるかどうか実際に 

数えてみたい」という欲求を実現させてくれるのが、「1000 のくさり」という活動で 

す。1000 個のビーズから成る立方体は、一本の長い直線状に形を変えて、ビーズ一 

粒ずつ 1000 個つながった教具を使います。ビーズが 1000 個並んだ一本線を目に 

すると「1000 ってこんなに長いんだ」と感覚的に実感し、数える意欲が増していき 

ます。大人からは困難にも思えますが、すでに知っている「１～９」の繰り返しの応用 

なので、数えることを楽しむうちに集中し、どんどん自分の世界に入り夢中になりま 

す。「数える」という単純な活動は子どもたちの心に安らぎを与え、最後の 1000 まで 

数え終えたときには「大きなことを成し遂げた」というこの上ない喜びを静かに実感し 

ます。 

1000 のくさり 

（数教育） 



  



   

  

 

 

言語教育の活動の中には「ちいさいかご」というシリーズが３種類あります。 今

回はその１つ目の活動「ちいさいかご１」のご紹介をします。 かごの中には数枚

のカードが準備されています。「えんぴつ」「ばけつ」などお部 屋にある物の名前

が一枚ごとに書かれています。子どもたちはカードの文字を読み、その意味を理

解して、対象となる物を自分のじゅうたんに運んできます。カードには「持って

こられる物」のみが書かれています。それが「ちいさいかご１」の 大切なポイン

トとなります。 子どもたちは期待を込めた輝くような表情で次のカードをめくっ

ていきます。 そこに書かれた文字をたどたどしくも一生懸命に言葉にしながら、

自信をもって 運んできます。やがてじゅうたんの上は身の回りにある物で一杯に

埋め尽くされ ていき、子どもたちの心も満たされて活動を終えます。 「ちいさい

かご１」は、言語教育の活動では「読む」に属します。「読む」はそ の前段階の

「書く」よりも困難性を伴い、知性を必要とします。文字を口にするだ けではな

く、その意味を理解することによってはじめて成り立ちます。また抑揚も正確に

読めるようになると「あめ（雨）」と「あめ（飴）」、「かき（牡蠣）」と「か き

（柿）」など、言葉の持つ楽しさも知ることが出来ますね。 



  

 

 

 

幾何図形重ねというお仕事があります。長方形の木箱の中に、赤・黄色・青 

の３色の各色１０枚のプラスチック製の平面図形が入っています。 

 正方形が入っている木箱には、１辺が１㎝から 10 ㎝までの 10 枚の正方形 

が３色分準備されています。同じように正方形の他に、円、正三角形が入っ 

た箱があります。子どもたちはこれらを使って自由に形作りに取り組みま 

す。正方形 10 枚を順に横に並べて、桃色の塔が倒れた形を作ってみたり、 

大きいものから小さいものを順に上に重ねてみて、桃色の塔を上から見た形 

と同じだと発見したり、探求を存分に楽しみます。色を混ぜたり、形を混ぜ 

たりすることも自由で、シンプルな３図形でできる幾何図形の可能性や法則 

性などを、試しながら経験します。こうして平面図形に慣れ親しみ、装飾的 

に図形を作り出したり、パターンを自分で考え、後に絵を描くなどの芸術活 

動に繋がっていくことにもなっていくのでしょう。  

感覚教育から数教育へのかけ橋の活動です。 

幾何図形重ね  

（感覚教育） 



    

  

   

  

     

       

ボールを押し入れる箱 

「紙にのりをつけて貼る」という、とてもシンプルな活動でありながら、完成した

作品は様々な幾何学の形で色鮮やかに仕上がり、年齢問わず子どもたちが大好き

なお仕事です。面白いことに、ここでもモンテッソーリの活動ならではの楽しい

道具が登場します。ちょうど良い程度ののりが入った小さな容器 と、子どもの手

に見合う大きさの小さな筆です。私たち大人から見ると、市販 ののりを使うとよ

り手軽に貼ることができるので、このような道具を使うこと は少し不思議な気も

しますが、子どもたちはむしろ「筆でのりをつける」とい う工程を楽しむよう

に、一筆一筆、丁寧に筆を動かしながら真剣な表情で取り 組む姿を目にします。 

このような楽しい活動の中にも、モンテッソーリ教育ならではの大切な目的が準

備されています。「のりはり」というシンプルな活動を通して、たとえば、細く小

さな筆を持つ指先を洗練させることや、紙からはみ出ないように慎重に手首を動

かすなどの運動を調整すること、また、そのための心の静けさを保つ集中力を養

うことも含みます。子どもたちは、ただただ夢中になって目の前のお仕事を一生

懸命に取り組む一方で、実は、生きていくための力をしっかりと 身につけていく

ことができるのです。毎日の活動が「宝物」の時間ですね。 



    

  

 
  

 

  

「きってあそび」という少し聞きなれないような名前のお仕事があります。  

これは、切手のような形をした小さな木製のコマを使って四則計算をする「数」のお仕事 

です。計算、と言っても、正しい解を出す練習をする、というような堅苦しいものではな

く、魅力的な色つきのコマを手で動かしながら、足したり、引いたりといった数の世界を 

探索する活動です。 

 以前「銀行ごっこ」というお仕事をご紹介しました。金色のビーズを使って、2−３人の

グループで足し算などを行う活動なのですが、この「きってあそび」では、コマを使って

１人で行います。金色のビーズは、位によって大きさが異なり、数量の違いを体感できる

教具でしたが、「きってあそび」で使うコマは、全て同じ切手サイズの木片で、ただ各位

毎に色が違い、1,10,100,1000 と白抜きの数字が書いてあります。子ども達は色と 数字

を見て数量の違いをイメージし数を操作します。例えば、（1,232+4,354= ）などの問題か

らはじめ、繰り上がり・繰り下がりのあるもの、最後は割り算に至るまで、この切手を使

って答えを導き出すことができます。1 が 10 集まると次の 10 の位の１になるなど、コ

マを慎重に数え、綺麗に並べるなどの操作が必要で、自然と集中して活動するようになり

ます。ここでは正解することが目的でなく、手を動かし没頭しながら足したり、引いた

り、分けたり、ということの意味を１人の世界の中で楽しみます。 

「切手あそび」 

 （数教育） 



    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月は、もうすぐ小学生になる、青バッチさんのお仕事をご紹介します。 

毎朝、青バッチさんは、手掛けているいくつかのお仕事、「世界地図」「巻き数 

字」「日本地図」「国旗」「恐竜の時代」の中から、その日すすめようと思うもの

を選びます。用意も全部自分で。例えば「世界地図の海洋を塗る」のであれば、

まず机に新聞紙を広げ、エプロンをかけ、絵具や筆などの道具を作業しやすいよ 

うに考えて並べます。ジグザグに入り組んだ陸と海の境目は、慎重に筆をすす

め、「この辺りは深い海だな、」と青色の濃さを塗り分け、工夫する様子が見られ 

ます。片づけも、次の人が気持ちよく使えるように元に戻して行きます。 仕上

がった 6 枚の大陸の地図は、とじて、1 冊の本に仕上げます。 

これまで練習してきた「縫いさし」のお仕事の要領で、目打ちで穴をあけ、重な

った紙を、力いっぱい縫いとじて行く姿は何とも頼もしいものです。 さて、「６

つの大陸の地図帳」が完成した時の、子どもの心持はどんなでしょう。 その晴

れやかな表情から、やり遂げた人にしか分からない手応えを感じているのでは、

と想像しています。 

世界地図  

（文化） 


